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序文

近年l岳地の効率的な利用を図るため土地改良が大きな規伎で進め

られています。

中之条町は多 くの均蔵文化財をはじめとして、問、県指定文化財、

史跡等多くの文化財に忠まれたところであります。

これら大切な文化財を保護、保存し後世の人々に伝えていくこと

は本たちに謀せられた任務であります。

今凶は、ほ場経備により削平される道路部分について記録保存の

ため発掘調査を実施しました。

調査は、縄文時代から平安H寺代にかけての住肘社、造物等が発見

され、この地域の歴史を解明していくにft重な資料が多〈得られ、

ここにその成果の一端を報台いたします。

発掘調公に|努してこ指導、ご協力をいただきました関係各伎に対

して厚くお礼巾し上げます。

昭和61年 3) J 中之条町教育委員会

教育長 一場秀司



例言

O 本iFは群馬県主主l<<iLIJ之条町大守大塚730 許I也他に所在する大塚遺跡群術~Imj立跡の発掘a淵査

報告 JFである。

O発Ili.凋1t1;1 11百平U60年 9月20日から 1，;1'1'10J115 tIま で行われた。

D発JI.il，J，'J作対梨tfliftfは道路建E没F定地の945m'である。

O発脳E調査は、中之条町教育委H会が群馬県教行委ii会の指へ与を受け実地した。

O調告の組織は以 Fの泊りである。

社会教育課長 福田孝行

係長 問付宮司

主半 福間英ーニ

jfl. "，， ff己Ii"千 i長 ( 111式号 r'i学研究所)

発JI.il協力者 小洲辛子斤政つね斉 藤，(¥"代|則はる 占川むつ

湯本if{太郎斉藤近 f 扶以 とし み 小池みやの

相庁、ifiDl1 剣持もと ;'，SiRけさよ (順不1，;1)

O本.'.'の編集1;1、干附千日去の指導的 Lとに刷谷1是ヵ、行った。

O本『iFにぬ載した写aは、制谷がJ:Itl量生した。

O本2?を作裂するにあたり iit桃の実。111'トレ ースは株式会村測研、 J立物の夫iWI'トレースは伊

藤知 F、伊雌順子、大林AJ¥ 'f( I~(悦「が1i っ た

O現地での発1M;，;刈作から、本，1::の flHiにfるまで、 卜J己的機関及び"丹氏に伺I教示を賜った 記

してトJZEt射の:古を kす

l庁内11L教il委員会文化I!j保，;!u;;輩、 ILi武4ltI学研究所、株式会社測研、Ji'1二唯統、近藤JJj、

制rlA史、じIli典之、大1l:健

凡例

j立情日子号泣ひ、7リ ソドのu"f'祢は、現地に於L、て(，1した Lの と異なる爵り となっている

新番り一と川田トサ1;1以下のとおりである。

遺構

グリ y ド

1111号 A 1 A-'IA 3 B-I B ， 日 3(-1 C 11C-3 o 1 o ， D-3 E 1 E-2 F 1 F ， F-) G 1 G-' G 3 

祈番号 C 13 D-13 D " 0-15 E-13 [ 141 [-15 ド 13F-j4 F 15 G 13 G-14 H 13 11-14 11 15 J -13 
1 " 

1 15 

旧書号 H ， H -3 ~ I 1-' 1 3 J 1 J ， 1 3， K 1 K ， K 3 L-I L ， L 3 M 1 M 2 お1-3N 1 N N-3 

続I号 1-14 J-15 K 13 K-14 K 15 L 13 L-J4 L 15 M-13 M 14 M 15 N-13 N 14 N-15 o 13 0-14 o 15 P 13 p " P 15 

出I号 0-1 '0-3 P 1 p ， p-3 ，-， ， 3 ，-， ， ; ， ， ，-7 ， 8 '-9 b' 1 b. ， b'-3 b' ， b'-5 b'-6 

碕I号 Q 11 Q-[5 R 13 R-14 R-15:C-ll C' 10 ( 9 (-8 ( 7 ( ， ( 5 ( ， C-3 s 111 B-IO B 9 B-8 8-7 8 ， 

旧番号 b'， 8 b'-9lc' 5 c'-6 c'-7 <" 8 <" 9 bl 9 bf-8J d' 9: ((-81 d 10 d(-9'， d(-8) ， 10 e'-9i t( 81 

3肩書号 B ， A ， A-5 A ， A 3 D 3 D-' E 3 E-， F ， F 3 F-4 G ， 

f{-j 

J-13 

0-1 

Q-13 

b' 

B-5 
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第 1章調査に至る経過

中之条町大塚地区i立、昭和57年度より 6Iil'-I主にわたリ!地改良が、中之条町布よひ'大塚I也戸:

111体介ほ場柊備組合によリ実摘されている。

今[nドグ〉は場盤備が1iJ也区1;1r群馬県J立跡台帳i叫E制 11JNu3069にri己される純文時代!t;/i品跡の柄

拘Jil'l湖、であり中之条町教育TEi4 会は、 lr-Y:.I.!~ ~Irl教 íi 't! li 会の指停を受け国l 上ノド，1*に大塚I也R は場

強制'jj' J~;'({道路 f:.t'J也、大J}j 上官官線に辺誠丈化1!1の({{，ーすることを通知した。

本i立跡的取り抜いについて 、 町教Tr~H会は県教íi't! li会の指導的 Lとに日l土本球との[I¥Jに

協品が行われ!lllJ滋丈{じ111を破壊する道路子定地を』記録保白のため発掘調査を行うことにな った。

中之条町教育委li会は発掘調査をhヲにあたり、制谷 1唖を臨時職nとし、 H百有16011'-9 )120 

11よリ発制調住を実地した。

第 2章遺跡の位置と考古学的環境

中之条町は併.!.!~ ~II~.の北 [J4 ;11)に{立区し、 Jじは新品川I~ と i;'l を技する 。 *剖iは小野 (-11 1 (120Im)に

rUJって山地がのび、」じfrI;は稲包山 (1597.5m)をはじめとする 1000m位皮肉綾線によリ北総をな

す 州日1>は本"1110732m) fl!JliOOm級のIIIJ也カ、速なリ住J反峠 (1060m)にかけて、しだいにfJJ，

くなり市部のJt鰯iJJ(1l81m)、薬師岳 (974m)へと杭き、中之条町中心部をとり岡む麻風のよ

フになっている rH ì~iSは台芸川に沿っ て盆地かひらける '1'之条盆地にiJiUI.こむ吾 *1'1、問 )j

川 杭久111111流岐には数段の河岸FE丘町R:i主がみらil、これらのf'.tfi"r(jfは1ft要なτl'jil地であり、

!島市が散f正し耕地が丘、がっている

jli it.Jl:の，;lrlU也は中之条町大，(:lÎ'i '~ilH こ!叶 ú する r1 i街地より ~t ~~，f.~) 7 km、r，liUl45サ線沿い.jtllill

にある 。 I由形は名久川川イ7岸に)?:;主する河 r. ; ~J昔日 1M 1で、北白1>1立大塚ilUliぴ鹿沢の山地がil!リ、

，tiは名久川川によ ってl刑判「された?討[tがnnflにヘリIdlみ、附枝状のI由形を形成する。 '.I'rj立跡は

大塚?J¥の'*1状J也，ui1にあリ 、ブタイと柄、する小 1，.(1，.. J。に以あり)のJlJ:II!'1に隣持するo 、'.，調布

|メはイ I 法手のil'l物を耕作打がかなり!Ió収 (~'Îí し、 Ili くから拘l られた周知lの遺跡である 。

}，f，d也VIニ於ける歴史についてはff品1記lこJ辿されているか、ここでは管見の純聞に於て山

代 '1' 111同大坂について概述する 大坂には1'41;‘山政と共に lIから苫れな大塚温米かある

点111J.d'"じで IJ}うに主 った忠順域が近 く、"， 111はu川氏のJ正月cJ也であるが、 t品}比の坊山市、日S~i品

約!止の世q刈と L号えられる 勺温J止の断¥):は 11仰によると嫌fT時代まで遡るという 現配lit、?

とな っ ているん}‘l":i~Jtt薬師をは縁起によると';1. 1 時代の例\J!といい、この地域の歴史の r1i さを

ボ唆する m'，I~Jは~~長問年の大火により全いが l民地に 'hti したと{ムえりれる 。
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第 3章調査の方法

本遺跡の発j!t，JI~iHi、調査反面絞945.4m' を対主に、 11M日60"1" 9月20UからldJ"f!OJi 20 Uまで

実施した。

fiít. '~'JJ:.j 1tに於て文化府が ZI削にiJ:[り確sMEされていた為、第一而の丈化防Wt，;2.fflIである第川M

j'.I([Iまで，)1，]1)'1><:全1&を掘削する。後に本相 ーコンター (20cm)測{;1を行い、合わせて，0:j1f区令

tまにff:.il'の 5m )YHJl.のノ yンュを被せた。第一l!ilの，JM1i終 f後に、人))により第 2面的足mi附t
，，2.u'iiてd ある ;!¥VI!N1-.面まで調査民全域内排 l二円 j誌を訂 う。後に、第一而同級、水準・コンタ

(20cm)測量且ぴ5mJJHJl.のグリッド設定を行った。弁グリ ッドの呼称は、 Y軸を丙から*へA

-Qとし、 X軸を北かり南へ 1-16とした。検出されたiti仰の調査は、住出社では 1-.府観察の

t.)に下位し、 tl函断面fiil実測を行い、その後完』屈し 'l'I(jj'.J:ilI'lを行った。写J'.t:撮影は必要に応じ

て線影を行った

第 4章調査の経過

訓告は11汀手1160.q'.9 1120 nよリ着 Fし、 1，，1'1'-10 11 1511をLって終 fした。

11円相60'!'-9 11 20 11， 21円

，)1，1 任!;{.!E側よリ訓慌を開始する 。 遺構(J'(r;，~I(liである ~ì11 11M 1: 1Mまでの排上を千r~) 0 地11カ、畑l

I也であった為、緋作による11t乱が11と つ 伺‘J:'.[f1iまでは、}"1→よ リ20cm-30cmを，liる。排仁終

f後に水市l・コンター (20cm)測量止び1.1:.官の 5m h'llliの7リ y ドを設定する。

11百千1160'ド9112411

遺構験:1:11'::kを凋11'1丘*1則よリ開始する J司1t1メ *11111に桝銭形ftJ，'}1止を 3軒検出する いず

れのf1:J，';-111:L掘リ込みl立び柱穴の確EMZはてきない lim炉、 r'n張、及び泣物の散布jK況による

フランの想定にとどまる

昭和60'!'-9112511 

引き絞き泣情検H¥f乍"tを行ヲ 凋花氏附官111のJ立陥村uJ:fj'::kを4!'I'EI'!にihoG-14グリァド

f.ji'lを小心にi立物町民中lメがあるものの、 iy+，Y，の検nl~.iできなか ったじ

1l7i干[160"1'-9112611

l、2、 3";"fU，';-壮のエレベーンヨン d土社111を1)'")。介わせて I'il主fUA枇柱穴の村z，'-Hに努める。

i昭和60'1'-9112711-3011 

1， 2、3りfi: "，;..t止のI' lllÎ 'k損'1 且び't]:ú.:晶1~!.~ を i iう 正J 147"1/ドよリ弥'1一式の茨ヵ、 3

例休H¥Iした これりlニ「トフi立構の検出に努めたが、検:1¥にはす、らなかった

H/{有160"1'.1011 1 11 

第一luiii'i I再配;11凶の作成)1び全;;:::r'j:Uの拍i彩をifう.1'111こて筑 前lの調査を終 fする B

11日制16011'10112 11-4 H 

3 



本11より謝先11抗て[fIiの発I!ti凋告をt:rJ始する 抗二[(11内政11，2，[(11である第VI肘卜曲lまでの俳 l

を1't'ii[i:に lrう 排!二終[j室、第ー[flil<iJHに本，¥(コ/ター (20cm)測-:;::lえび 5mJiHRの7リゾド

」定をljう グリ y ドu-j'材、は、第一[fIiの品作時と 1，，11.革とする

l附f1160'1・1011511-6 U 

，J，¥j作lメ;j(j則より遺構牧:1:j1o>';を行 y。 術 11\ された泣I，Y，は、 Ltle;J止 7 判、 ~j l1:40J止、池 l 条と

なった fTわせて各ili怖にj立附酢i止を H1

1I{{fI160'1'.IOII 7 I1 

1 ' 2 ' 3・4~;-fU!f祉のぷ，H主をt:fJ始。 件 Ii'I.';' )[1としにベル!をtiJt定し、上同飢梨を行いな

がりI!ti')込める。

II{{引1601!'-IOII8 H 

2 ' 3・4~;'f 正'，'~'1止のI.Ir1 断[fIi実測/えび l' [fIi')i測を 1j--j 5・6~}f ì::: lt'aJrの JJ，~j1tを!日Hf; 大

形の 1~;-fUI;-n~.rll に 小形のLi'I日;.blヵ、'E似していた/.)、新品りをf-Iして、 lサIU日;)liとf?わせ

て2軒の訓任をj韮める

II{{制1601ド101J 9 IJ 

1 ' 5・ 6りIi'I.'i 1I1の U[1附r[M実;/IIJ1:えひ'1'[M 'Ji ili'lをjj--j 2'3'4サft1r';'11 1:<1γ1/!'f11tl:~:; を

1 [フ

11{1千1160'1.101 J 10 I1 

1 . 5 . 6 ~;'fìj'; 担1の 'I/ i'~一品i杉を 1 j--i B ・9~;'fi:'A!止/止び 1 '，)'i{II~の謝売を IJ}.J始する 。

II({剃16011'-l0lJ111I 

8 . 9 ~;'f u，;-祉の仁川断I自!実測、千 [M'Ji;JIIJをijつ， l - lO~;-U広の調作をIlfJ始する

H{{相6011'-l0lJ1211 

8・9~;'fìJ，';. 祉の写J'i晶i影此ひ 1-10 ~;. l".i}jのエレベーンヨン 'Jミ湖J'!"hう。11-40サ[-)，;の

s制作をIJ}]f，tfiする

1I{{fIl60'I'，lOIJ 1411 

11-40り[-j，j町のエレベ J ヨン').f，JIIli立ひ I-10 ~;. IJljの"JlI出影を h~ -j 0 

i町i制160'r-IOIJ1511 

抗2[Mj立十品開G;i/，~ ['xj f1'成比び:刈先 IÆ)よ ~'lr11 i:1析[M').fiJIIIをih 本Uにて発>>.lll'.1:'J1正を終 fする。



層序第 5章

本法跡のI也形は、訓1t1メ*側から州

件1Mへ[{iJって緩やかに傾斜しており、

"' 
4lUm のJj主防状態はー憾ではな，'0確，J!rftiと

な っ たのは ~1川肘の I'.IM1:えび第vJlM上
I(!iである。第一'"の丈化附に於いて償

:Iiされた 3軒の柄銭形fi'1，';'1lI:は、縄文
v， 

m.Om この 'J';か時代中!UJ--k栄町所月;である。

抗日1(1"'に含まれるブロソク状の"、
Vltl 

粁イ[は、 ixlHl0 +_10 fiの』可能性ヵ、ある

~'-:' I(li に於ける雌，J!.l(i Î とな っさらに、
'X 

たお111Mには.黄色町事長イ1を悦八して
x m.Om 

B P riしくは ypにこnらカヘいる

XII 比Aされるむのであるなりば本川が卜

却ロームIMIニ比定される "1能刊を"、し
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第 6章検出された遺構と遺物

第 1節 縄文時代

4号住居祉 ( ~ "・5同凶版 1-1、 8) 

J立構 誕n文時代前期!のfi:I，';'.bIである lー14・15、 J-14グリ ァドにまたがって検出された。

フランは、 4.42x3.52mの不務問九i七万形を'，!.し、長側l}jl"lはN-64ーEを指向する。鶴，J!.I面

からの編リ込みは、 Jùi~良部分てずJ24cmを測る 。

UJ，<i ~f.I斗に充摂される上は日日制色 t を ~I淵に、ローム ・ 妊イ I のィJt へ状況より 31MIこ分けた

概ねn然1fth'!を d，'rLめで、 HイIは浅!日]山を供給源とするものであろう 。

".':IJ 11 11":(1激な立ち|叶、リとなリ、 '!ll{1トには IIJl5cm-25cm、深さ lOcmliijf量的U主議が令/lJす

る さらに、この攻泌内には、 l' 1 -l' 8の8本の村氏がaiJtIiiされている このl人1、市北

町の中央(.J-j!j:に配される 1'- 1. 1'- 4、*IJljl世にぷAされる l' 2. 1'-3/止び1'-5、P

6が jやたる村穴と与え句n、北1'4/えひ。l軒l'可11聞に自己される 1'-7、 l' 81HtiJι的~. Lのと 4

えられる

1，1( 1111は令体によく咋み凶めりilているが、旬i161辺はすケに階級である 、

炉は(i:I.';'~t中央やや)j.C，!j:りに {，i: ; i'r' L 、1，1(1M を JR円形に I~i リ込んだ地球炉である 92cm x 75cm 

深さ 45酬を測る 。 炉内点 I IiIJ に ílî: lをして L~tN川 IHの河原イ iが白かれるが、熱変化は見られない

JiI物の:1\仁状況は、~;.I:JI:北開IJ liび. t工J/iIH IJljコ ナ Hi!i:に悩hする傾向がある。
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第 5図 4号住居祉出土遺物

10c .. 
i 

必物 1は深外If;，誌の 1I紋i出血五日である <1 tp. 仙の波頂点1;をむち、 l丘品から 11**tmにむかつ

てI{i線状にIJU< ?，;;:形をとる Lのと 111わilる ".: ri(1なI[ff:は十時lであるか、 *'J30cmliとになると

llt，主される ，.(1日1;に.IE1 r;tf~ を 1 .1えめくりして、 111.ま点目丈HH官をつくりたしている 111.量百i立;

係刊の11"日1:1よれの }jjfi)の沈線をIJIIえて述紘1M巾え:としている 錨尚丈l斗(止、安Y引に細分されて、

1'1，とか追加される これは注統鈴Hfr主的問山を 干1I川 してiJけりれるため、 一つおきに jIljきがi且

になる 波状I1 f.'kc7)国:;日には1'1ょのみか大きく iJけり ILるLのらしい また、立;隊を hY~IJ.えする

.1J;.ihU副主;の辺山にはつまみj止の判，I".Pカサ!/it JつIrりれている 1 これは I!H部に Lみとめられ、

4花氏自1;にまとま って Hif!jはど筏，j"fされる 刷自1:にはルーフをイイする LR . R Lの縄え:が地され、

;1;1.1，縄主的桃岐をと っている一 2は深鉢形 l協のIIH古1:舵 gであり、 1I将司iを料内に切り込と

している 立:htは、 II紋郊の上ifllJを無:>':":liとして伐 L、よれよリドJ/!llは縄文を施している つ

まみ状の粘 I:Pを数1'1に減って!!liリつけている 縄;CLtルーフをイfする Rヵ、使用されている

3 は深外形 l二 6;~の[ 1 ** i'il~岐 }'I であリ， 1I竹品

8 



をLつ鋸l#立;を kしている。鋸前文のJ)1山にはいl形竹)A'文が打た札、つまみ状の粘 I-.tt(~ I!I;り

つけりれている !lIliJiiI;(ニは縄文が地丈されている 4 L r rNd11;Mi!'(であリ、却lみをもっ鍬幽文

が2段に殺ってぷ脱されている。この鎖的立;は 3の破片と見なり、文様の外fslに l条の紋どり

線を仇している 5は脳部破片で‘ルーフをのする縄文方、全1Mに地文されている。JJ;(体は LR

と RL を横伎に I~I転している 。 6 L JI百l じ く ijløJ ì1f;般)~で、 1M止の Jレーフをもっ縄文を悩 f，!に 1"1転

させてふl条縄文をf1りどしている。 7~ 111，1，¥1;峨片である。ル ワを LつRLの縄文のみを 4f1 

I1立って地文している。この破)'(からみると、 イヌ上器は羽条縄文の形態をとらずに斜縄文のみを

数はめくらした )U~形態をとる L のらしい 8は類百1，から胸部|二、|ιの破片である 水、ドにめぐ

らされた並行沈線を岐にし て、 上古11にはコ ノハス丈がんされている コンパス文は均格がとれ

ておリ、弧線のカーブLまだ くすれていない ド百11にはル フをれする I~ L . L Rの縄文か地

之され、〆J;J.11:のt持成をと っている

以 卜の L~~片にはいずれも月古 1:-'1' に繊維を合んでおり、色は i~長 .1.1.\ 色を主している 。 焼I;X;は :l1!

〈脆い これらの特1<からして縄文時代riiJ則Ijiji三にfI;:;i'r'，づけられるものである。また、本位出

跡外の包合JI'1から剖l品Ilを地文Lた破片 Ltll I二していることを fjけ加えておきたい il~: .ìillこ の時

!日lには片11形 j'.?i;:が H 発見されるのカ、常であるか、本i立跡かりは l片む確認されなかった。

1号住居祉 U416・ 7. 8図 図版 2、8、 9、10)

1立川 本社1;(縄文時代'1'WJri'j葉の所内である。，J，¥J1d正町市東端、 o 13・14、1'-13・14、Q

-13' 14の各グリ ッドにまたがって検Ulされている。係，i2JMは2枚目的文化腕のNlV)!'1I'.luiと

な っ ており、 4'íll を被1Ji.する開lI:の 1-.11'11こ第 lO ~;-f 王JA .h 1 が炉 íll を染いている。 従 っ て、 l'祉の

は 7が[1(1，.、3 止、抗 6~J'f工 I，~I止は時JYJ イ、"1/ であるが、やはり本t止を切 っ て構築されている

鋭校は長径9.40問、 lòii壬8.47mと大形で1 .l I J: JLJ 形を 'I~-する

1Ji. 1 は白蛇Jtth'; を 'J~1- Lので、目白尚色を 1ム叫に 31再に分けられる。 erlNIこは沈laJ山を給源と

する Lのと与えられる粍イlを含む。

監はいずれも級ヘ哨な占ち 1'.力、リとな ってむり、喰河't;.u.情い lよ[(ril立はIJ:平j吐であるが、中

央印分に向って{也かながら傾斜している 村穴は P 1 -Pー11か j.11穴と Jfえられ、 P 12 

-P liかこれりを納l止する Lのと与えりれる その l也、掘り iV.ヵ、浅いむの、)()世I~Lによる

Lの洋は、柱穴酢り[よ十Iしていない

角ji[1は検H¥されていないが、 J)J'り込み状汎より fU汁上止として取')jljった。

J立物のi:!l上状況はW，.，i[1のはば'1'央付近に tt'1'するi頃rUJを比せ、 1:1('iから中肘にかけて燦

u品川共に).，.::止にHlIしている

遺物 1 1止深鉢形 1，.~，の大岐片でnl壬は、 22.5cml.lどになる L の と思われるも 口件目11[(( 卜に円

ょが作句il、それを!叫むよ jに角)[[1しよ均、地主されている #1，1百11には角j[[Iし文を)IJいて }j形l正

II[肋骨己泣きれ、 F側には附fifによる桁1'l.丈か辿抗している。 21よ深鉢If3仁践であリ、[[lfll .5 

crnを計る。波前日liに渦丈を自己目し、全体を .11;.i iit科!と連続鮒州立;でうずめている 3はボ!F;に

ちかい掠形をもっ l加である Ll将i出にそってV下Jf3の切れ込みをむつi'J1[[1し文と迎杭鉛f抑止;

9 
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をめぐ句している。頭部には!日l憾のT-ii，てa棺円形111同をつくりだしている。 41土深鉢形|誌の

胴i附附休である。鋭部に隆fffを巡らし、これに接して幾何'γ的な文総lメ画をつくりだしている e

区l耐のl人l部は沈線による孤Ik丈、波状文などによ ってフずめている。 6は深鉢形 1-.誌の円紋音1>

回j，)oであり、 11径は22cm を ~I る 。 LI 将 ~11)II\Tに降司?を J~G し、これにそ っ て始 pj形区l両を数15t

重ねている。l豆phJlま角押し文でおこなわれ、内部に述続鋭j前文がIJIIえられる。破片の大部分は

角押し丈をJTJc、てん If? 十fH'J形文様を表した Lのであるが、 12-14・16ではクランク丈がイUJII

されている 。 17 ・ 18的破片ではJ桁tllíによるなて"'~j{カヲ~Sí者である 。 ニれは輸相艇にそ っ て必け句

れており、粘|干の技JI を~iÍ1 凶にする 11 (iJをも っ ていた L のと忠われる 。 阿玉古式!~.r.:jに煩似す

る技法とも与えられる。23・24は沈線文を使Hjして、十有円文威子文を地した u品である。 器壁

のりさや胎|の特長から凡て時間|は下がる Lのと忠われる。

本{上hzJの 1:?，:;は、中則前半に位;r;つ守けりれるものてーある。

1号住居祉出土石器一覧表 (1ドイ古 cm) 

図No. 神 別 Itl};長 世土幅 最止厚 石賀 RI~u 1'， 日11 最太長 最大幅 最大厚 6 官

27 H製イ1"1手(ばち形) 8.8 5.0 2.3 安山王; 31 サイドスタレ パー 6.5 3.6 1.4 千fート

28 11型行斧(短冊形) 5.9 4.3 1.9 安山岩 32 打ぞく 1.9 1.7 0.6 .!H躍-li

29 ff製イ河岸(liち形) 7.7 4.1 1.1 安山岩 33 エンドえクレーパー 2.9 2.3 0.9 チャート

30 11製石斧(ばち形) 6.7 3.7 1.4 五?山1'1

柄銭形住居祉 (]O.II.12¥;LUu此)(あ 9. 10凶、|刈版 2. 3) 

泣情 ~13 府上1Mに於いて、;~ IMfi，片の法物uミ'1'1"zが『占的りれたの これりは 立ち上がり、床面

共に不明瞭で Hノ'((，な， '0 二の為、住}Il;'jllと断定するにはやや疑1mが残る。 しかし、炉1i!.

I盟主そが検出されている c!'より ff.lli I1上として取り撚った

いずれ L JE物の分布状況かり柄銭形を E21するものと観告をされ、 IlJ¥上泣物から"qVj木染の月r

I'eと与えりれる。

10 ~;'ftlòlll.は P 14グリソドを 11.1心に検Ulされた Lのである「 入リ II /i五分と忠われる南側に

は埋設が立付で験山されている 又‘ ftll!;JILのはば中央部分にイI組かか険出されている。イI剖l

は、河原イ!を生!~形に昌己 L、l什却を如『として使川している。ii，1 の充j1n -~止は少な，" 

11 ~)-f.工 1[1;-tlLは0-13グリ y ドを '1'心に検出された Lのである。 10:'-)-f工，11;-111:1liJ憾に市側の八リ

rJと思われる古1，ぅtlこは j盟~!~が村:山され て いる jJtl~止状 i7W υj守である 。 北側カ九調査限外となる

為、未調査とな っているが、制鋭形を下するものと lLIわれる 止、 LtlAt止中央f出分にあたるの

であろうか、 1組旬1が検Ul;されている。大ドが1);(1止 izt を f~~つものではないが、おそらくは、 10

号同憾に組形になる Lのと考える。内部には僅かながり焼|ーの分布が必められる

12 ~;J'fιJ~r;. tILは N-14 グリ ソ ドを rj-l 心[二快iJlされた。 ~1 7 ~ytU!HLlによ っ て ~tl'Gf則が切りれて

いる。入リ 11はやはリ南向きとなり、出資か倒位てvJl訂される かJはfU!;'祉の'1'リとやキ北;年リ

に礁のWA，{JJがはりれ、イ:組炉を情築していた Lのと与えるが、{喧[かに民跡を留める位J止である 3

13 



iE物 10サ1jJ，苫社出土泣物 l は深鉢形 l器の刷げ仏政}'jである o 直行e34.4cmをμ|る大型のもの

であるが、[，，[示した部分しか法存 Lておらず全体的な形状はf、III[である。文総は全面iにイ、M!.t!IJ

なii正月向の粂線をIJIIえてあるのみである。 4は深鉢形上持の11紋白[，破片であリ 、口)fJ:iHiが内傾

する。 口紘部に微隆起帯を 条)!!!l--)してl!正丈千ifをj，VilkLている。これより下側は RLの縄文が

地丈されている。 5も深鉢形 l認の 11紋日[，彼片である。 111'*部が内符L E虫剤;が〈びれる器If~

をとるものと思われる。 n'u却の，!(下に 朱の沈線がめぐらされ、これより卜 1WJには逆 Ur['状

の文係カ、配;{lきれている。逆U'i'.j止の文ttはたい沈線で|メ l山iされ、内部には、LRの縄文が充

噴きれている 。 6 は深鉢形上器のUf~Ji1Ij破片である o it線て.v:"IUされた懸垂文が配lFtされていて、

一つおき に縄文が地文さ札ている。 7f:; ~*鉢形 u器の刷部破片である 。 類古[，に近い在日分と tlわ

れ、高Uc、沈似てコ且U宇状の丈t'Rヵ、J、正fLされている。内庁[，には f!Lの縄丈が焔されている。

11 ~JH:I日;跡 11\ 上泣物 2は深鉢形 l誌の81，[部かり版部にかけての凶体である。胸部は符fHIし

ながり急激にすばまり、 j止日[，にいたる 版部は小型で!引く 周聞にわずかな~lU.:LをLつ。現

状ての胴部径は43.0cmをλる。上昔話の|下分を、欠Iiiしているため全体内文械情成は小川であ

るが、rIH:m;にU'j':.j人の土;ぬを向山花し胴i'i[$'こJ止U'i状の丈係を自己した4痔成をJ[，る Lのと臣、われ

る。刷i弘文以は 2~，の正れする比線によって r.l llUÍ され 、 沈線と沈線の I I\ Jは無文治として残され

ている。沈線は送U7'.j止を口「ぷして引かれているようであるが、2巾{、7はド端がつながって佑

[l[形をうiしている。内側の沈線1;1:、いずれL怖川形とな っている。J也丈には RLの縄文が使ITJ

されている。 8はほぼ'i'elf;の深鉢形上(，ifである 底部はやや卜げ111.となリ、これに円筒状の刷

日[，と 19~ <湾1[11する 11紋日[;がHけ句れている IIHm;はわずかに I[巴!E」して [.IMには却|み[[が1川え

りれている。liH部II(fには-;11:の微隆起加が巡打され"任主却を[":，I"ILている。 111ま;'il;には U

Y状の丈叫が述枕して内己iNされていて、-i1liはt帥岳丈に変化している U 'i':[止の文阪と渦巻文

は微|在起帯によ ってよ現きiLている 胴却には逆 U'i';[kの丈保ヵ、述枕して配;jI(され、 つおき

に妖丈となっている。 ーかj叶 '~:IJ リ 1J けの誤りがあり、逆U寸状のよ憾の内部にもす ー っ丈伎を

加えた 1/5にな っている。 9は深外形|時の 11紙(jjiW./();てmある。 u行部内直ドに J!里丈'mを;sらし、

これより|は懸手主を円己I(!している。文係のi旦[lh[は微隆起;i?によ って行われ LRの縄文を交

"に地主している。10は刷(fI)自立川 で、微隆起;i?による孤1止の文総か1[けられている。全体的に

なでとみがきが計しくわすかに組立;がJ的内れる。11' 12は刷部破片てF 全IIIIに蛇11宇る朱線が

脳さnている 131;1:小引の，:':i/f51持てーある。11級品は外1)(し紙条の把 Tヵ、fIけらnるo 11: ') 1;1: 

!乍L、

12 !';-f 1 -:1， 1;' 閥、 i ! lJ~Ül物 3は深鉢形仁誌の 11紋部例体である。 4巾いーの波TJ1却を Lち、11縁rf五

はか主り強い1111十てv巧/11/する 111壬1:t31.2cmを，;1る。 11持日[，rlirに 条の;唱えン市をf1:けだし、

これに持して沈線でJ)(/IIIIした辺 U'i':[kの丈nを手下している。縄文と無立;部とを交lIに自己;i/r:L 

てあり 、縄文部の lご端は孤状に笠えらnている 14は口紋r'm破片と思われ、沈線てー[;{，lhILた桁

川文ヵ、14められる 。 15は刷川破片で沈線て[メ~IIIIJ した懸垂丈の一部が桟されている 。

10 . II . 12 ¥JIU，';跡の上おは、 i<liよ時代中間IA-こ柴に位lkづけられるむのである。

'4 
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2号住居士止 (第IIIχi 図版10)

心、情 本土l上は N-14、0-14グリ ソドにまたがって般Hlされた Lのである。

rl4l1lrJの大‘ドか凋査!王外となる為、 一部分の，JI.Jltに留ま った。

形態、及びJJI.肢は、}jIf~ を 1 し、点 r'4 }j (ci1ヵ、6.:lOmriif1圭のJilf;を， I~.オるものと忠われる 。 見!l/ÿ

軸は N-85'-Wとほぼ点r".jJj[古]をぺ、す

ItI.'i社内に光明される L'j:U吾縞色を !二とする L ので、 ~t イ I料等を悦人 し 、 n 然堆H!を示す。

唱はほほ・君~rl(に立ち上がり、掘り j主みは酎L.2.Jui1~2 4cm を測る 。 笠 rll. ドに I j: 1::r.?，Wがrl1l5cm深さ

14 cmljíj 後で全 I~i している。床面は町l祭のみの品~I rf. であったためかl'~r. であるが軟判である

4' 111:は、形態より弥 'Ur年代以後円 i叶屈のI1Tíi~刊 L 考えられるが、 I'Y，かに山| した泣物より、

縄.t時代後WJの所広として取リ被った

J4物 本IU"H;I一部分的凋1i しか定地出米なかっ たため、発見された J'.~，是の数は少ない l 

は深幸弘形 u品の lH生日1;副主 }'i で ?~I:tr ，.i iW:い。!止{illから rr 紙日目にかけて l山科UI~Hこ 1m < ~~I杉をとる L

のと旦!定される u縁日1;のf:: iWに{訂正岐を L つ隆起，~.か氾らされ 、 臨丈'併をはさんで帯状の115

t同省盟主が数l幻血丈されている。rr将(;:[iの内側には 条の沈線かつけりiL、良Hな!符さがなされ

ている 2 は刷 ì'i]l 般)'，ーであリ 、銘柄状の!計刊j縄文がlMEめり i l る a 止.~ IV': は，;~ <内外rMの!売さは l

市である 3は州製上協のH同部自主gーである 全r(rfに斜めん[:，ド7)粂f足立;ヵ、地文されている 4 .EI 

!'iJじく刷部政1'，であるι 縦}j["1 cl)朱自主主が42められる。 :l.. 4とu:ド:，t.li/';:<、併さはそれは

ど良くない

本住居祉の U:ilま佳則!JtJ判こ f，i:;i'，:ワけらnるLのである

fて
= = 。

ミ き hi
l.r 。 ζコ 三-J

1 m 

Y
Uυ
U
 

議制
一一

離1後半恥H
dAド 訓JRtj

5 ，. 
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凶版12)(第l2l'xl、包含層出土土器

2は中Jijl後半のlは半期lii)下町上保である。撚糸}{jJ注文による菱形の文様抗陥文されている。

多量的繊維を山くんでいる。ijfi tJlqこl止、内外i師に条痕文を ほどこしているI器である

rJ紋郎はJIE}'iし、 X;};Jikの撚糸文を1止JTJして変形の丈絡を階成L3 li JjJj則的下向上綜である。

4 は liliJUlljJj 下の上~E:で刷郊には縄文が1底辺施丈される。目白 1'1'には織維が合まれる。ている

その 1.か句佑子状の沈紛lヵ、}JIIえりれている。肝i1~.1 1 Jには繊維がある o IIij IIliに縄文が施文され、

5はliljWJ後半の上総てeある。爪形文による狐線文と川形如l突丈が地主されている。含まれる。

，IH hUi!を地した諸磯式の破片が確認さ前期のI: a~はこの他組紐を地文した|剣山式の小片や

か"リ大型的土拡になる Lのと思われる;t:il:.tの!乍〈、8は後!YJ初日良の 1:~1fであるれている

i蹟隆起怖を一条本干に~勺していて、全lfilに川形刷IJ';史立;がうたれている。 中Ij~は太い竹信文を

使用して、料的 )1向から行った Lのである。新潟県のー |焔場式の系請をしつ Lのと考えら

~~{在人りまtlみ 父丈を主体 とする文様が1x.現 されている。6は晩期Ji圭下町|持である。れる。

トIllilニlii:t車車と7 は 1 '.製総である 。 断 1Mは台形を 'I~. し‘

"i71)であるかむ Lれな，" 
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包含層出土石器一覧表

[)iINu 位 日Ij

ポイント

2 tl 製{j斧 (分銅 If~) 

3 tJ製イJ斧 (ぱち形)

4 打烈イi斧 (短Hlf形)

5 打製 11 斧 (ばち If~) 

6 l布製イ1斧

7 {j匙状ú~~

8 イ1 鋒

( Ijl位 cm)

lti大長 itl大幅 最大1'1 イi 質 出上l正

9.6 3.2 Ll n ]-]-14 

10.0 6.1 1.7 n Q-14 

7.5 3.8 1.8 !/，i;.: 山 {'i 4 1-1 

12.5 3.8 1.7 安 IlJ'li 0-13 

7.2 3.8 1.3 'l，t.' 山 'li [-[4 

7.7 4.7 2.3 イヒこっ Yf I1I-! 

4.2 2.2 0.7 H li 36~ま Uû:

5.1 4.5 1.9 砂 イ了 51-! 

{J ~û 00.0 
第13図 包含層出土石器
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第 2節弥生時代

再葬墓 ('Ai 14t司、閃版131

j立構 B淵1f:終{IHJju:に主って、調H<外と陶する 1-1 13・ト17リ y トの笠に遺物がはIHしてい

るのが発比された ニの為、周辺を.T.t1J<した所、必lえび裂の完形品が5側体検11¥された 造物

は、 1 -3か11 137リソドてに 4 . 5は 1-1-14グリ y ドかりそれぞれ出上 している。

調査JtlJIHjの l則 f;f~ J '" .'H I二状態の'tJ11品ih日のみれなったが、 IJ，¥j1tJLyにE干し 、て、i立j，Y，か11なった

か 1?についてはが'~I てeあった 上INIlIil(!iに於いて L確dできなかったが、浅い1lI1状の uιであ

った可能刊 Lある

;n物 1 ' 21J 、制 iillk~ J:.申品分を 'i'1，;. 1下に Lつ42形17.:;て hる lは日ifr;';j <1 9 . 5cm、lti)-:i壬31.0

cm、底径11.OcmをiJliIる 1Iりに桁によるjll'l上世Iミを地し、 111.古川と矧部に '1'行沈線を地す 茸ti11;

外1Mには搾;1，r:¥ ¥による縦{立の条抗、 "jimから州市全1Mには船体1'1， 1 '. れによる斜{占的条~J{ を地

し、鋭部ÎI耐IにはぬI'jリリ:調整Lている 2は11/.*出欠WI"/IでJM.r:':j4 2 . 5cm、3壮大径27.5c"，、l点f予

9.5仰を測る 'i!!却にド11沈線を 21>:"血し、その!日iを箆lf?さ，)，¥1刊する 以卜川部から制川i全1111に

街f占状 仁れによる斜("の呆棋を砲す 3 -51土 対大恥1うfを川目1>に Lつ褒形 17.:;である 31主

総I:':j4 7 . Ocm 、JJiA i-t28. (Jom、11(I壬10:)Cslを州る 1 [H~ìil;はやャ外Ii L 箆磨き』胡格している 頭

目1，は、1'1i沈線を地し、以ド川口1>から111，1;':1>川liJIに陥白状!日に上る料仙の主痕を地 r 4はr，;):I:':j 

240cm. iliAi王20.00"'、!止任8.5cmをiJliIる Ilf."ki'i!iに伎をむし、 Wli'il}にド 1iiiし線を胞し、町i[if;外

1Mには箆Jf'号きJ川えしている 以ド川川から刷品li'llMに縦(，'(の崩['}:f.i，l.;; r.~~.による条痕を地オ 5 

は(，;';:，:':j33.ucm，il仏大役30.00m、IJ11fIO.O(，s1をoJl.lJる II竹に桁による抑圧れを地L. IIH 1、に伎

をイ，1- 1，1 [;:1;かり目。l百1>仁科卜7・111， ("のrgf'jlJリ『訓子Lている ほliJIには、 1. 4 . 5 は本柴~1~ 、

2・3は網代jf(H.¥ち 焼成はきわ内て kい 色調[よ 1. 51;11主的色、 4は民約色を 121する

JI~ に "'"1却下 |ι は会与を交 1 r変色しておリ、目uJ;'iliJ-， 'j':の|人')1ト1111にIHHJイlを(1している

以上、 条jJìの』血 ιゃ日I~形か句姉、 'Ul.\-(e'" !Wllloj '1三の.f:ffilqに比定する 」ことができよ 7

3号住居祉 ( ~i I 51'll 1:-<1版 4 2 ) 

本社はλ1 12' I:L L-12'137リ 〆トにまたかって倫:Hされた 佐，i.i.J両はよi¥VI111一1Mであ

るカ¥掘り y主みは抗 21111((卜より iiなわれた Lのと jlt調IJ~ il;も

u:軸を N-61 WUiち、 4.92mxι1.28mの1-'}j 115を!日する Mk，.:!.j(Jiからの抑 '1込みは220m

をよ!る jH，';'JiI:1人lに充JiJ¥される出 1'.1よII{i制色 lをJt，淵lニ411') 1ょう)-1~11 されるもので、村 li ロー

ム位 f手が414へしている 抗 2111 かり，~"'>; ，1 '¥"jにかけては、焼 1'.' 1;;:1ヒヰ却を多くたんでおり、本

JI上カ4火災にあ ヮ た "rtì~tt ;ý iドLている

!立l土井1Mt LにはばJEIJ白ーに Jち|かリ、 ':ltlfr:J、にIJ.l:J. iN~カ '117 師、 tZ き 9 cmf'Eで全日~L てい

る 床luJl.J:ド川で、住穴は P-I-I' 4の 1村火、町政代状の l' 5、袖Jι白'Jな P 6・4

7、苛が配される。造物Jは、 0:1.';'tl川 l リとやキ」仁川リに~，"'している がhllよ村nl¥されていない

21 
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包含層出土土器 (第l6凶 凶版12)

本!切に伴7造物として 3占を偽げた。縄文

後期初頭称名、子式にも似るが、弥生時1t'i'WJ

の有~"I~ と与えたい。

22 
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第 3節古墳時代

B号住居祉 (第!7t;i1 111版 5- [、12)

』立川 -1'lltは F-3" 4グリソドに於いて験.'11された。I*i官111が訓庇1，(外又、凶側はlill"1乙されて

いて、 !J，~ 1f.は行なえなか った。 Prt.，J!. された jt~( fJl!Iコ ーナ よリ、 }j形の7ランを呈する Lのと

行えられ、柱穴も対frJ線上に 4本の I村火が配されるものと号えられるロ

餓I.E.JMドグ)!huリ込みは、約20cm位で LtI，I;'地内の光Jltl二はI1古尚色土をJ，l;J，¥jに粍1，・ローム粒

fか悦八される n

/，J; Iftiははばド)11で、壁は垂直に立つ。!立11，ドには 1lllOcmli;j後、深さ 12cm院のC.r:i，Y，iJ'llillリj主ま

れている。

J古物は北京コーナー芯リの床lliiから ，:":j!fl:立び、鉢ヵ、作 l山ずつH¥上している

-1'hlは山111時代Jiij期の所産で、本遺跡内で1;1f血に 5・7サが16Jじ時期である図

泣物 2山について妨げた。他は縄文式上誌の制片である

l、I向上手てeある 脚(;1緩やかに外以して聞き、端部に去る !f部は内湾Lている。成形は‘

全体に細かな刷1sIIをぬし、その後、ヘラによ ってナデを行なっている。脚部内穿孔は 3イしで

ある。焼/&は良好で>>'J色を呈す。

2、鉢である。 IJ'(it!lは "1'庇で胴日1;は内向し て坑ち、日将てdやや ilielii気味となる。/&形は外1(1/

何 百1:にヘラナデか主jLEさされる他は全体にナデを行な っている。焼成は良好で、悩色を弔する。

国|

ーヤ-
。

。↓ゆ
011;1 A 

P- I 

A 国|
A 

8 B 

"陶
， ，剛

一
第17図 B号住居士止 ・出土遺物
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第 4節 歴史時代、時期不明

9号住居祉 (!i'¥ ISr<1 凶版 5-2、10)

J立l，v， 本MはG-2. 3、 F 2・3;;リ y 卜に伏円、てt1tIHされた 内側は削 Fされ、又、 rH

附1削で一部分9号ftJ，r;.祉と吾被するロ新旧関係は本士止がIJiL'、。 X、本Irlの北EFにはイ1組みの

角1が検出されているが、これは本祉を切って他楽されていることよリ本社内は 7が111い

ヲランは、民的万["jをN 20-Eに什ち、イ、柊形を日する 雌14伯lか句のJ~Æ り込みは20cmrドj

iをを測る

向 l は日日制色を 'I~. し、軽イロ ム *l'~ (-をt}tへLている I佐仙の状態は概ね白蛇堆wである

取はなたりかな立ち lかりを礼せる ii穴は 1'- 1、-P-3}で 31<巨UHされてお り、 ー

の1付1'-1.1'-2かれ穴に、止、 P 3は町 1比六円可能性がある

，，"7ド ・匂'J止共にM!H-Iされていないか円rHZされた在日分にあった Lのと与えられる。

iti物はfi:J.
'
;' j止の r~j 側に!t'i'していたか、.jcJrIに1"1'うと巴われる Lのは係 l山のみであった

J4物 1 1~ 1師持のJ(.である ロク口いよる幣IHを行なヴ Lのである o (，~形は、p:1ftで、休miは

l村山してιち、 num;u，: f聖かに外!ぇ1る TE成形は JJ'~ iil;は凶恥糸切によるυJリ離しを1iない、

技庁:;(よ行なわれていない !本目1，はロ 7口l"ltょによるf草炭か、 1"1外rfriJtに}~ 1') J.lる。焼1JJi:は良41

で、胎1".'1'には少;止の砂をfHへずる r，ii色{式決m色をUする 9111.紀代的JiI物てψ あろう

、 /子U マAγ 語科

¥ D 
0<<¥ 0 

d 
亡コ 亀

Q 
0040 

。~Cl1
‘ 

11 5" 

O 
一 。

8号往

一 行J/。 1. 

第18図 B号住居祉・石組炉・出土遺物
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石組炉 (第18凶 lχ11:1"16 1) 

本土止は、 ~1 9 ~}fì:IIF;'J1~.に於いです・i I触れたよマ}に、 9 ~;-住)"Jtfを切って構築される Lので、

93，f住J11;'JII的構築時期か 9111紀代と1る主らば、それ以後の所内zということになる

jJlJ原引を備に立てて、 11;形に凶い火を)flいた痕跡が14められる。 これは、 lO・ 11. 12号住凶

祉で示した縄文中期本袋町ftlι祉に，立;泣きれる石m骨2と極的てよく似ている。

内部には多量的焼 iに出ιって縄文 l持llL山 Lしているc

本祉のわIY~築されたU寺山Iiよ、不明としておく

土法 (者119.20.21凶 1';(1版 6 2 -8、 7ー 1-7) 

検H¥された上川は45J.I，であった これらの上jftはfllHlた泣物から縄文時代に以するもの、

平安時代にJ，J!，する Lの帯、 l時期が明刊にな ったLのもあるが、ここでは、 話して時期不明の

土足として椴った

これりの u広はその形態から I-Vの7イフに分町lし、その特徴を以ドに記す

タイ 71、J屈り込みが泌〈、低在1，は1'1形を宝ーする。 U，i:全体数の{:;J2山iを占的、訓告|互の，'4

i別に多〈候H-lされた 縄文時代の所，'7で、 jiJrJ¥'j、小時火であろう

A 18号土i広

主。主
\~ 

-:;，" 21号企略

A' 

A 'A 

17号土ほ A 
A 12号土.. 

\~ 

m
M
γ
 

一
A

一 ゴ。旦

U 
1m 

第19図土拡111
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九d
d習;503

A 

A A 

A 4J守エ地 A

六ー一一----------ノー
ー¥fー------"'--ノ「

A 主。主口
A 31号土t広A '

にノ

第20図土拡(2)

(J7・18~J 上 jlÌ、抗 1 91;<1 、図版 6 ~ 2、 3) 

タイプ1I、フラスコ状を Eするもので、 7イフ !とJ引こi晶文

則の所産と与えりれる。掘リ込みは浅く、ブラ/は円形を呈す

る 。 (2 1 サ 仁川第191A、図版 6 ~ 5) 

タイプ111 プラノは円形を~し、仮リ込みが深，"規模は小

形で』回り込みは川筒状とな っている。 (Il・20. 25~} 1-.1広、

第191苅 凶版 6 6 ， 8) 

A A 

A 一一J6骨土滋旦 F

A A 

¥/ 

2. 
包

又二」ノ

，. 

第21図 2号土紘

出土遺物

タイ 71V、J日リ込みが{長〈 プランl土小幣形の Lのが多い。荷 l二

は I I{í- 制色を~する市では他と);'::はないが、出 t 'i'に I~~~ 、 僚を多16iに出へ十る占が本タイプの

特徴とな っている。tJ¥上泣物には杭21図にぶした土師6iiの上司くがあるが、 8 jll紀末柴から 9jl[紀

初J以にかかわる泣物で、他の上川;と Aに歴史時代的所産と与えられる。 (2' 36・42. 43~; 上

川、お201χ11χII:!i 7 ・2・6) 

タイプV 掘り込み古、深〈、プランは }j形を半し壁はほぼ垂，Iiに立ち上がる。極上は黒褐色

上を正調と LYi 1の1'1色軽イ[を合む。 (37り士I止、第20凶 医l 目立 7~ 71 

溝、 (，y¥3 凶、閃版 7~ 8) 

上tl1J，iJtXに特別不明である。個別の凶は訓愛した。 t:測医lにその位市はぶした。
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第 7章 まとめ

今同のIJ，jj慌によって、術書!¥付近のinIL~~段1主上には純丈、弥生、占泊、歴史時代の集法制、の存

在することが佐かめられた。道路倣とし寸調査の性栴¥，、段丘全域を If.liり下げて m{f，.全体を J，~

1をすることは不可能であリ、道路幅大内トレ/チを鍵の Fに入れてi立構の性絡を舵.4したに止

まる。 しかし作時代に減る泣情が発比によリ 、本地域内股史的環境のー側l自iを'VIらかにしたこ

とは大きな15味を LつLのと恩われる。発見されたJ4柿 ・泣物は小;丈で述べたように純文nijJu¥、

Itl期、後期、休生中!u¥、市墳而iH師、以兇時代 (9 Ilt紀)のむのであった。ここでは縄文中部1の

柄鋭~~f iJI;".hl:と弥'1ゴ'1'!u¥の1ヰ葬墓について」、れておきたい。

111柄鏡型住居祉

縄文時代'1.，!切から後Jij¥初日良にかけては通常の竪穴fì~I， I;'のほかに州鋭型住附が構築されるよう

になる 本泣跡て1立必定 3怖が紘一Zされて1:;1)、いずれむ 中}哲Hu終，j.:のIJII'1tf!¥EIV式の時期に

属する Lのと型、われる JOサ住J;l}III:は P 14グリ y ドを中心に5.60mX5.70mの脱快を有して

いたと :tl伐される。人IltiJ)は耐IH!Iに似;i'，:Lていて、 l'lti"~を irf立の状態で則的込んでいる 。 床の

中央官1¥には航形のイ1軒i向zを配l置している。また、 11サfU，';'iIfは 0-13グリソドを'1'心に5，30mX

4.40m以上の規校を訂していたと E!保される人nfmは市側に位抗していて、開裂を ι仙の状態

でt'liめ込んでいる。床の'1'央部Hiliにはイl組炉を配出している 12 ~J"fi:~"!;'祉は N 14グリ ソド

を'1'，l，、lこ3.80mX 4 .50mのkl.l.l見をイiしていたと足!('!まされる。人11;11)は!H側に位置していて、日iJf'!¥

とは民なリ j盟主宅を倒仰の状態でI唱め込んでいる I，f:の'1'央部にはf此11がが存在した Lのと思わ

れる。

以 tのような状汎からみると、小~;ll跡的桝銭円!f El，!;'は I判官!!\に八 1 II'II)をm山してここにI盟裂を

配lJ[すること、床の'1'央自1¥に行総角』を配lYzするという特徴をも っている 3械のfU川町内て'逃

L、が必めりれるのはへ 11日j)のj型裂の(¥'(;品iI則f%たけである JIJJ.裂はJ刊')ill干の胎盤や幼児.nを入れ

るものと解釈されており、地L:HIIf.l仰とのmli生かある ELいわれている。今101G7)訓1'tでは10、

lPJの 2械がlF立f，i山、 13りの 1I曜か!日l リ仙 ín てvlFL かれていた。 ニの泌いがM句かの .Q~I味を有

している Lのと L思えたので、各litiかり倹pJしてみたが的極的な庄はJめりれなかった また、

3悼の桝鋭FIlj住居はH¥tした上誌からほぼ何時期の附iJlと考えりれている。同時に凋ftl互の北

側NOP 13-14グリ ソド付近に't'I'していて、入111'mLlri] 万戸'1とな っている。このような所

見から与えると、 3 械の柄鋭~'lftl， I:"~ j:この型の f ì~l，りだけで集活を情1& していた可能刊がある 。

関東地}j~Uil)のように数悼の竪穴 f1:1;1;'跡に柄銃刑fi:J，';"か1mわるような't泊とは見なった状況が

ιfEした Lのかと知れない

111 再葬墓

イドill跡では 1-1-13、14のlifiiグ1) '"j ドかり弥生r!-IJ引のl長形 ・銭形 U:i5例体が.まとまって発

見されている。このよ出併が伴っていたill構は確tdでき主かった このように狭い範凶か句'5~ヘ

裂なと'の:，elf;の士22か党凡された1刊は比較的多い l:f .lJ; VI~ て1ま，~" tf:mi，'日!I1lff/点目Jfi'iびつ山遺跡
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がある 。 この辺1 11i'は 1939"1'杉 IJ;(~E介氏によってs制作され、 t~r:':j802mの11Jlj'jにできたれ絵中から

1911聞の伝形 I-'.~~ と人'口を発見している 。 また 、 同氏は隣持する栃木県佐野 rlil l\ ~JÍU阜、遺跡的調査

を行い‘，!u壬60-200cm.深さ30-50cmの上J:Ii:39基を発見している。上j庄内には人'，'， を人れた士:

罷を伴う Lのと Uiiを伴うむのがあった 人1'1を入れた l誌は者形上?ifか i体となリ、 l土tll

中に人l白II:?~ を含む 10数個体的 1: ?ii=が !II~納されていた l山l'立跡と L再持基の追跡として与えら

れており. 11抑制的には弥生時代'i'lUIに胤する bのである e 本遺跡の場合は栃本県11¥流出〔遺跡の

山 U711に矧似するようであリ、 5例f+:の上?ii=は同ーのJ-.]I，内に月1納されていた可能性もある。

本遺跡では l制中に骨頬は皿かったが 泣骸が腐食したのちに引を上 ~:;I什に人れてj盟非する ~f

#基の例として与えてよい Lのと忠われる

( '1'問、桐谷)
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